
（別紙１） 

「SECURITY ACTION」「科学的介護情報システム」への参加について 
１ SECURITY ACTIONへの参加について 

栃木県介護テクノロジー定着支援事業実施要領６-（2）のとおり、「★一つ星」又は「★★二

つ星」のいずれかを宣言してください。 

交付申請の手引きにおいて、手続き完了が証明できる書類の添付をお願いしていましたが、

添付は省略しますので、以下のとおり対応してください。 

 

⑴  報告方法 

① 業務改善計画書への記載 

業務改善計画書「⑨セキュリティ対策」の項目にて、「★一つ星」又は「★★二つ星」の

いずれかを宣言していることを報告してください。 

 

⑵  宣言方法について 

① 手続き方法 

以下の URLから、「SECURITY ACTION 自己宣言」を行ってください。 

（ https://www.ipa.go.jp/security/security-action/ ） 

 

 ア 事業所単位で単一の法人番号を有している場合 

  ・手順どおり申込手続きをおこなってください。 

イ 事業所単位で単一の法人番号を有していない場合 

・便宜上「個人事業主」の区分を選択し、 

以下のどちらかで申し込んでください。 

①法人名と事業所名を登録しておきたい場合 

代表者名(姓)：法人名称  

代表者名(名)：事業所の名称  

屋号：（記入しない） 

②事業所の代表者名を登録しておきたい場合 

代表者名(姓)：事業所代表者の姓  

代表者名(名)：事業所代表者の名  

屋号：事業所の名称 

（注）複数の事業所を有する法人において、既に法人本部が宣言を行っており、事業所

単位で単一の法人番号を有していない場合も、事業所の代表者を「個人事業主」と

して申込手続してください。 

 



 

（参考）一連の手続きが完了した際、以下のお知らせメールが届きます。 

 

 

  

２ 科学的介護情報システムへの参加について 

 栃木県介護テクノロジー定着支援事業実施要領６-（4）にて、科学的介護情報システム

（Long-term care Information system For Evidence；LIFE（ライフ）。）による情報収集に協

力することを補助要件としています。 

 交付申請の手引きにて、実績報告時に電子申請上で参加済みであることを宣言いただくほ

か、業務改善計画書において、以下のとおり報告してください。 

 

⑴ 報告方法 

① 業務改善計画書への記載 

業務改善計画書「⑧－１ ＬＩＦＥの利用」の項目にて、「利用申請を行っている」

を選択し、「⑧-２ データ登録している方法」の項目にて、「インポート（ＣＳＶ取

込）機能の活用」又は「LIFE上での直接入力」のどちらかを選択してください。 



 

⑵ 注意点（LIFE対象外の介護サービスの場合） 

 LIFEの対象外の介護サービス（居宅介護支援、訪問介護や訪問看護、訪問入浴介護、福祉

用具貸与等）については、以下のとおり対応ください。 

① 業務改善計画書への記載 

「利用申請を行っていない」を選択肢し、データ登録している方法の欄は空欄にして

ください。 


